
理想気体と実在気体

理想気体………………いつも、いつまでも気体で、気体の状態方程式に完全に従う。

-273℃でも気体で、その体積は０.

理想気体 分子間力０

気体分子の大きさ０

実在気体のうち（ Ｈe ）と（ Ｈ２ ）は理想気体に似る。

（いつまでも気体でいられる。）

分子量の小さい、小さな分子

(分子間力小）(分子の大きさ小)

一般に（ 高温 ）・（ 低 ）圧になるほど理想気体に近づく。
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高温だと熱運動Ｅ＞分子間力だから、（ 気体のまま ）

低 圧 高 圧

（ Ｔ ）と（ Ｖ ）が一定ならば、（ Ｐ ）は（ｎ）に（ 比例 ）する。

低圧だと単位体積中に含まれる気体の分子数は（ 少な ）く、平均した分子間の距離

は [大きい（長い）]。よって、分子間に働く [力（分子間力）]は、きわめて

[小さく（弱く）]、これを無視できる。
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はい さようなら… くっついちゃた！
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